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 2026年共通テスト  ビジュアルデータ分析  

2026年共通テストの 
結果を総まとめ！ 

国語、情報Ⅰ、数学ⅠA、物理の難化で全体的な平均点はダウン！ 
 

旺文社 教育情報センター 2026 年 2 月 27 日 

 
 共通テストが1月17日、18日（追試験、再試験＝1月24日、25日）に行われ、今月、確定平均点

等が大学入試センターから発表された。 

志願者数は前年並みで、現役が減、既卒が増。全体的な平均点はダウンで、特に国語、情報

Ⅰ、数学ⅠA、物理のダウンが響いた。 

 
※本記事のデータは大学入試センター「実施結果の概要」（2月5日発表）をもとに作成。 

※特に断りのない場合、データは本試験のもの。 

※記事中「過去最高」等の表現は、1990年にスタートしたセンター試験を含める。 

 
 全体結果                                                                     

●志願・受験状況、平均点 

 
・2026 年 18 歳⼈⼝ … 110.3 万⼈（旺⽂社予測）。対前年 0.2％増。 
  └⼤学受験⽣数 … 68.4 万⼈（旺⽂社予測）。同 2.4％増。 

└共テ志願者数 … 49.6 万⼈。同 0.2％増。 
└共テ受験者数（追・再試含む）… 46.4 万⼈。同 0.4％増。 

・現役志願率 … 44.1％。同 0.4 ポイントダウン。 
 

 ⼤学受験⽣数は対前年で 2.4％増加する⾒込みだが、共テ志願者数は前年並みに留まった。
共テ志願者は現役⽣が減少しており、年内⼊試への移⾏や、私⽴⼤⼀般選抜志望者の共テ回
避が窺える。全体が前年並みとなったのは既卒⽣の増加によるもので、特に既卒 2 年⽬の
志願者は 4,000 ⼈も増えた（8,633 ⼈⇒12,516 ⼈）。その要因は、①現役のときは旧課程⼊
試最後の年だったこと、②今年から共テが Web 出願になったこと、が考えられる。つまり
現役のときに不本意ながら⼤学に進学した層が、出願がラクになった（冊⼦『受験案内』の
⼊⼿不要、卒業証明書も不要）のをきっかけに再チャレンジしてきたと⾒られる。 
 現役志願率は今年から⼊試センターの算出⽅法が変更された。旺⽂社が同じ⽅法で過年
度も算出したところ、対前年 0.4 ポイントのダウンとなった。 
 

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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＜2026年2月5日　大学入試センター発表＞

受験者数 平均点 受験者数 平均点

- 335.55 - 350.74 ▲ 15.19
（得点率） 55.9% （得点率） 58.5% -2.5pt

438,156 116.37 437,209 126.67 ▲ 10.30

143,237 61.87 125,622 57.48 4.39

124,431 62.29 114,599 56.99 5.30

78,710 60.88 69,273 66.12 ▲ 5.24

30,965 64.24 29,042 59.74 4.50

143,238 63.59 127,120 62.66 0.93

8,166 51.73 7,791 47.15 4.58

地理総合（50点） 6,355 24.27 5,950 21.75 2.52

歴史総合（50点） 4,477 24.98 4,005 24.83 0.15

公共（50点） 5,342 29.27 5,477 25.28 3.99

343,000 47.20 308,344 53.51 ▲ 6.31

3,280 28.53 3,090 28.08 0.45

② 317,586 54.52 285,563 51.56 2.96

135,176 64.48 135,066 59.95 4.53

物理基礎（50点） 18,486 34.68 18,379 24.78 9.90

化学基礎（50点） 89,094 28.58 90,939 27.00 1.58

生物基礎（50点） 114,187 36.46 114,388 31.39 5.07

地学基礎（50点） 48,438 28.17 46,285 34.49 ▲ 6.32

145,203 45.55 144,761 58.96 ▲ 13.41

181,584 56.86 183,154 45.34 11.52

56,314 55.01 57,985 52.21 2.80

2,701 44.29 2,365 41.64 2.65

リーディング（100点） 455,114 62.81 453,668 57.69 5.12

リスニング（100点） 453,425 54.65 451,864 61.31 ▲ 6.66

合計 - 117.46 － 119.00 ▲ 1.54

104 109.87 96 127.24 ▲ 17.37

87 111.93 116 130.59 ▲ 18.66

866 145.88 874 166.02 ▲ 20.14

178 140.04 235 146.91 ▲ 6.87

305,202 56.59 279,718 69.26 ▲ 12.67

＜注＞
①

②

③

④

2026年度　大学入学共通テスト（本試験）　平均点等一覧［確定］

教　　科 科　　目
2026年 2025年 平均点

前年差

基幹3教科　平均点合計（600点満点）
【国語＋数学ⅠA＋数学ⅡBC＋英語】

国語（200点） 国語

地理歴史、公民
（100点）

地理総合、地理探究

歴史総合、日本史探究

歴史総合、世界史探究

公共、倫理

公共、政治・経済

地理総合／歴史総合／公共

数学（100点）
①

数学Ⅰ、数学A

数学Ⅰ

数学Ⅱ、数学B、数学C

得点調整は、対象となる「地理歴史＝『地総／歴総／公共』を除く各科目間」、「公民＝同左」、「理科＝各発展科目間」の
うち（受験者数が1万人未満の科目は対象外）、最大の平均点差が開いたものは「化学－物理」の11.31点で、実施されな
かった。

地学

外国語（200点）

英
語

 ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

理科（100点）

物理基礎／化学基礎／生物基礎
／地学基礎

物理

化学

生物

情報（100点） 情報Ⅰ

地公の「地総／歴総／公共」は各分野50点で2分野選択（計100点）。受験者数と平均点は科目全体と、各分野のもの。
理科の「物基／化基／生基／地基」も同じ。

英語の合計平均点はリーディングとリスニングの平均点を足したもの。

表中「平均点前年差」の▲印はダウンを示す。

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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【基幹 3 教科平均点合計】（国語＋数学ⅠA＋数学ⅡBC＋英語＝600 点満点）  

平均点＝335.55 点（15.19 点ダウン）／得点率＝55.9％（2.5 ポイントダウン） 
（前年 350.74 点／58.5％） 
【6教科7科目加重平均点】（国語＋数学2科目＋外国語＋地公1科目＋理科1科目＋情報＝900点満点） 

平均点＝509.71 点（25.86 点ダウン）／得点率＝56.6％（2.9 ポイントダウン） 
（前年 535.57 点／59.5％） 

 
上のグラフと囲みは共テ全体の難易度を⾒るために、仮に⽂理共通で「地公 1＋理 1 科

⽬」とした場合の 6 教科 7 科⽬ 900 点満点の平均点を⽰したものだ。グラフにあるとおり、
新課程⼊試の初年度は平均点が⾼くなることが多い。そのため 2 年⽬となる今年は予想さ
れていたとおり全体的に落ち込み、対前年で 25.86 点ダウンした。過去には 30 点、あるい
は 40 点以上アップダウンした年もある。その中で今年はやや⼤きめのダウンと⾔える。特
に国語、情報Ⅰ、数学ⅠA、物理のダウンが影響した。 
 
●教科別 受験率 
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センター試験スタート 新課程スタート 新課程スタート
数学、理科

新課程スタート

ほか全科目

新課程スタート

共通テストスタート

■「6教科7科目（900点満点）」加重平均点 得点率の推移■（％）

※「～2024年＝5教科6科目800点満点（「国語＋数学2科目＋外国語＋地歴公民1科目＋理科1科目」）」、

「2025年～＝6教科7科目900点満点（上記＋情報）」の得点率。

※加重平均点…各教科内で「各科目の平均点×各科目の受験者数」の合計を、各科目の受験者数合計で割ったもの。

新課程スタート

■教科別 受験率＆受験者数■ （本試験、追[再]試験合計） 

 0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学②

数学①

国語

英語 97.8％ （454,100人）

94.5％ （438,740人）

74.7％ （346,905人）

68.6％ （318,184人）

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報

理科

地歴公民 86.7％ （402,571人）

72.0％ （333,932人）

65.9％ （305,779人）

※受験率は受験者数全体におけるもの。

※経過措置科目の受験者を含む。

※英語はリスニングの受験者率・受験者数。

 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2026年

2025年

2024年

8科目1.3％ 1、2科目3.1％

4～6科目17.3％7科目58.3％

■受験科目数別 受験者の割合■ （本試験、追［再］試験合計）

7科目3.5％

8科目以上58.9％

8科目以上58.6％

4～6科目15.4％

4～6科目15.2％

3科目19.9％

3科目19.2％

3科目19.5％

1、2科目3.0％

1、2科目3.2％

7科目3.5％

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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 昨年の新課程⼊試から、国公⽴⼤の典型的な受験教科は情報Ⅰが加わって 6 教科 8 科⽬
になった。8 科⽬以上の受験者は全体の 6 割近くを占め、国公⽴⼤の志望層が厚いことがわ
かる。ただし 8 科⽬以上を受験した 27 万⼈に対して、実際に 8 科⽬以上が必要な⼤学の出
願にまで結びついたのは 20 万⼈程度と⾒られる。 
 
 科目別結果                                                                   

※以下、文中の点差等は対前年。 

●英語［平均点；リーディング＝62.81点（+5.12点）、リスニング＝54.65点（-6.66点）、合計＝117.46

点（-1.54点）］ 

 英語は 2010 年以降、全体の平均点（R と L の合計、200 点換算）に⼤幅なアップダウン
はなく、120 点前後で推移している。今年も同様だ。 

リーディングは昨年と⽐べて問題形式に⼤きな変化はなく、難易度的にも取り組みやす
い問題が多かった。「必要な情報を読み取る⼒」や「情報を整理する⼒」などが求められて
いる。発表⽤のスライドやレポート作成の場⾯でメモやアウトラインをまとめるといった
発信⼒に結び付くような問題が⽬⽴った。 

リスニングも同様に情報を理解・整理したり、推測したりする⼒が求められている。聞き
とるだけではなく、対話、複数の説明、講義の内容を理解していないと正しい選択肢が選べ
ない。 
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■英語 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1990年～2005年＝筆記のみ200点」。「2006年～2020年＝筆記200点、リスニング50点の平均点を合計して200点に換算」。

「2021年～＝リーディング100点、リスニング100点の平均点を合計」。

※受験者数は、「2006年以降＝リスニング」を掲載。

60万

50万

40万
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10万

0

（人）

折れ線グラフ＝平均点（左目盛）

棒グラフ ＝受験者数（右目盛）

センター試験スタート

新課程スタート

新課程スタート

リスニング導入

新課程スタート

共通テストスタート

RL均等配点

新課程スタート
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■英語 リーディング、リスニング 得点率の推移■（％）

※各年の平均点を100％の得点率に換算したもの。

※注釈等は前のグラフを参照。

リーディング（筆記） リスニング

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/


- 5 - 
(c)2026 旺文社 教育情報センター 

●国語［平均点；国語＝116.37点（-10.30点）］ 

 昨年まで２年連続で対前年＋10 点以上の⼤幅アップが続いていたが、今年は−10.30 点
の⼤幅ダウンとなった。 

第 1 問の論理的な⽂章は昨年同様、単独素材でセンター試験に近い形式。第 2 問の⽂学
的な⽂章はメインの⼩説に加え、それに関するノートと対話⽂が出題された。昨年から追加
された第 3 問の実⽤的な⽂章は、⽣徒が書いた⽂章とその資料で構成。資料には図が 1 点
⼊っているが、昨年のようなグラフは出題されなかった。第 4 問の古⽂は、昨年は 2 つの
作品と⽣徒の対話⽂が出されたが、今年は同⼀作品から 2 か所が出題されたのみ。第 5 問
の漢⽂も昨年の 2 つの作品に対して、今年は 1 つの作品と短い資料（漢⽂）が 1 点だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●数学［平均点；数学ⅠA＝47.20点（-6.31点）、数学ⅡBC＝54.52点（+2.96点）］ 

 数学ⅠA は−6.31 点のダウンで 4 割台まで落ち込んだ。この平均点は過去２番⽬の低さ
だ。国公⽴⼤志望者にとっては⽂理共通でダメージになったと思われる。出題分野は「第１
問＝集合と命題、三⾓⽐」「第 2 問＝⼆次関数、データの分析」「第 3 問＝図形の性質」「第
4 問＝確率」。各⼤問では前半で基本的な内容を問う、後半で前半を基に考察させて思考⼒
を問う、といった構成が⽬⽴った。 
 数学ⅡBC は若⼲アップ。「第１問＝図形と⽅程式」「第 2 問＝三⾓関数」「第 3 問＝微分・
積分」「第 4 問＝数列」「第 5 問＝統計的な推測」「第 6 問＝ベクトル」「第 7 問＝平⾯上の
曲線と複素数平⾯」（第 4〜7 問は 3 問選択）。選択肢から選ぶ問題が「昨年 45⇒今年 66（マ
ーク数）」の 1.5 倍に⼤幅増。また、実社会を題材にした問題は第 5 問のみだった。 
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■国語 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1990年～1996年＝国語」。「1997年～2005年＝平均点は国語Ⅰ・Ⅱ、受験者数は国語Ⅰ（棒グラフ黒）とⅠ・Ⅱ（同グレー）の合計」。

「2006年～＝国語」。
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センター試験スタート

新課程スタート
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新課程スタート
共通テスト

スタート

新課程スタート

大問1問増

試験時間延長
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■数学ⅠA 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1990年～1996年＝数学Ⅰ」。「1997年～＝平均点は数学ⅠA、受験者数は数学Ⅰ（棒グラフ黒）とⅠA（同グレー）の合計」。

※新課程初年度の受験者数には経過措置科目は含まず。大きく減っているのはその受験者を含まないため。
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●地歴・公民［平均点；「地総、地探」＝61.87点（+4.39点）、「歴総、日探」＝62.29点（+5.30点）、「歴

総、世探」＝60.88点（-5.24点）、「公共、倫理」＝64.24点（+4.50点）、「公共、政経」＝63.59点

（+0.93点）］ 

 地公主要５科⽬のすべてが 60 点以上で点差もほとんど開かなかった。前年と⽐べて⼤幅
なアップダウンもなく、地公は落ち着いた結果となった。 

各科⽬を通じて資料（史料⽂、グラフ、地図、写真、絵画、イラスト、パネルなど）が与
えられる問題が多く、また、探究活動や⾔語活動の場⾯設定も多い。これらは資料を客観的
に検討する、多⾯的・多⾓的に考察する、といった指導要領の理念を反映したものだ。細か
な⽤語や年代の暗記よりも、その意義や時代の流れといった本質的な理解に基づいた知識
と、それを活⽤する思考⼒が必要だ。問題⽂の分量が多いので読解の速さも求められる。 

出題内容としては時代や地域がバランスよく出題された。その中で「歴総・⽇探」「歴総・
世探」では政治史や経済史に関わる出題が⽬⽴った。この点も各教科の実⽤性を重視する現
在の指導要領の⽅向性の表れだろう。 
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■数学ⅡBC 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1990年～1996年＝数学Ⅱ」。「1997年～2024年＝平均点は数学ⅡB、受験者数は数学Ⅱ（棒グラフ黒）とⅡB（同グレー）の合計」。

「2025年～＝数学ⅡBC」。

※新課程初年度の受験者数には経過措置科目は含まず。大きく減っているのはその受験者を含まないため。
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30万

20万

10万

0

（人）
折れ線グラフ＝平均点（左目盛）

棒グラフ ＝受験者数（右目盛）

センター試験スタート 新課程スタート

共通テストスタート

新課程スタート 新課程スタート

新課程スタート

試験時間延長

 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【2科目】 91.6％（317,911人）

【1科目】 8.4％（29,239人）

※実受験者数（科目不明者は除く）。

■数学 1科目・2科目受験者の割合■ （本試験、追［再］試験合計）

 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【数ⅠA】 92.6％（27,063人）

【数ⅡBC】 0.9％（260人）

【数Ⅰ】 6.6％（1,916人）1科目受験

 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【数ⅠA＆数ⅡBC】 99.6％（316,535人）

【数Ⅰ＆数ⅡBC】 0.4％（1,376人）2科目受験

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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■「地理総合、地理探究」 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1990年～1996年＝地理」。「1997年～2024年＝平均点は地理B、受験者数は地理A（棒グラフ黒）とB（同グレー）の合計」。

※「2025年～＝『地理総合、地理探究』」。 ※2025年の受験者数には経過措置科目は含まず。

※1998年の得点調整は加点対象外（最高平均点科目）。
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国立大を中心に

5教科7科目化が本格化

試験枠変更

新課程スタート

共通テスト

スタート
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■「歴史総合、日本史探究」 平均点＆受験者数の推移■（点）

※注釈は「地理総合、地理探究」を参照。

※1998年の平均点は得点調整後の数値。
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共通テストスタート

新課程スタート

試験枠変更

新課程スタート

試験枠変更

新課程スタート

得点調整

国立大を中心に

5教科7科目化が本格化 新課程スタート
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■「歴史総合、世界史探究」 平均点＆受験者数の推移■（点）

※注釈は「地理総合、地理探究」を参照。

※1998年の平均点は得点調整後の数値。
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試験枠変更
新課程スタート

得点調整 国立大を中心に

5教科7科目化が本格化

試験枠変更

新課程スタート

新課程スタート
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■「公共、倫理」 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1997年～2024年＝倫理」。「2025年～＝『公共、倫理』」。 ※2025年の受験者数には経過措置科目は含まず。

※2021年の得点調整は加点対象外（最高平均点科目）。
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共通テストスタート

得点調整
新課程
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https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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 科⽬別の受験者数は下のグラフのとおり。⽂系受験⽣にとって重要度が⾼いのは⽇本史・
世界史だが、受験者数のトップ（地公 1・2 科⽬受験者合計）は近年、地理と政経の争いに
なっている。地理は国公⽴⼤理系志望者の 1 科⽬として、政経は国公⽴⼤⽂系志望者の地
公 2 科⽬⽬として「票」を集めている。今年は本試験では 1 名差で「公共、政経」に軍配が
上がったが（公共、政経＝143,238 ⼈／地総、地探＝143,237 ⼈）、追試・再試で「地総、地
探」が抜き去った。 
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■「公共、政治・経済」 平均点＆受験者数の推移■（点）

※注釈は「公共、倫理」を参照。

※2021年の平均点は得点調整後の数値。
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（人）

折れ線グラフ＝平均点（左目盛）

棒グラフ ＝受験者数（右目盛）

新課程スタート

試験枠変更

新課程スタート

国立大を中心に

5教科7科目化が本格化
試験枠変更

共通テストスタート

得点調整

新課程スタート

新課程

スタート

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【2科目】 31.6％（126,935人）【1科目】 68.4％（275,233人）

※実受験者数（科目不明者は除く）。

■地歴・公民 1科目・2科目受験者の割合■ （本試験、追［再］試験合計）

 
0 50000 100000 150000

地総/歴総/公共

公共、倫理

歴総、世探

歴総、日探

公共、政経

地総、地探 143,417人（35.7％）

143,351人（35.6％）

124,540人（31.0％）

10万 15万
（人）

5万

※割合は地歴公民の実受験者におけるもの（科目不明者は除く）。

31,005人（7.7％）

7,997人（2.0％）

78,793人（19.6％）

【1科目・2科目受験者合計】

 
0 50000 100000 150000

地総/歴総/公共

公共、倫理

歴総、世探

公共、政経

歴総、日探

地総、地探 116,470人（42.3％）

56,531人（20.5％）

52,946人（19.2％）

10万 15万
（人）

5万

※割合は1科目の実受験者におけるもの（科目不明者は除く）。

12,352人（4.5％）

3,895人（1.4％）

33,039人（12.0％）

【1科目受験者】

■科目別 受験者数■ （本試験、追[再]試験合計） 

【2 科目受験者の組み合わせ（上位 10 パターン）】 

 
0 10000 20000 30000 40000 50000

倫理×世探

倫理×日探

政経×地探

政経×世探

政経×日探 49,794人（39.2％）

7,681人（6.1％）

26,444人（20.8％）

12,963人（10.2％）

2万 3万
（人）

1万

8,576人（6.8％）

5万4万

※割合は2科目の実受験者におけるもの（科目不明者は除く）。

 

0 10000 20000 30000 40000 50000

地歴公×政経

倫理×地探

日探×地探

世探×日探

世探×地探 6,749人（5.3％）

1,190人（0.9％）

4,266人（3.4％）

4,218人（3.3％）

2万 3万
（人）

1万

2,142人（1.7％）

※政経＝「公共、政治・経済」。「倫理」も同様。

※日探＝「歴史総合、日本史探究」。「世探」、「地探」も同様。

※地歴公＝「地理総合／歴史総合／公共」。

5万4万

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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●理科［平均点；物基＝34.68点（+9.90点）、化基＝28.58点（+1.58点）、生基＝36.46点（+5.07点）、

地基＝28.17点（-6.32点）、物理＝45.55点（-13.41点）、化学＝56.86点（+11.52点）、生物＝

55.01点（+2.80点）、地学＝44.29点（+2.65点）］ 

 物理は⼤幅ダウン。初の平均点 4 割台で過去最低。対照的に化学は昨年の過去最低から
⼤幅アップとなった。 
 物理は各分野から幅広く出題。実験の場⾯や会話形式の問題は出題されなかった。⼀⽅で
教科書や問題集ではあまり⾒られないような暗記だけでは対応が難しい問題が⽬⽴った。
化学は知識問題は基本〜標準レベルのものが多く、計算結果を数値の⽳埋めで答える問題
も出なかった。⽣物は知識問題、実験の問題、資料を読み解く問題がバランスよく出題され
た。図表の数が増加したが、選択肢が少なく解答はしやすかった。 
 化学基礎は第 1 問が知識問題の⼩問集合、第 2 問が思考⼒問題でグラフの数値を読み取
って計算する問題が出された。⽣物基礎は各分野から幅広く出題。実験の問題や資料を読み
解く問題でも、知識だけで正誤が判断できる問題もあった。地学基礎も各分野から出題。知
識問題が増加した⼀⽅で、計算問題も出題された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

15

20

25

30

35

40

45

15年 20年 25年 26年

【物理基礎】（点）

60万

50万

40万

30万

20万

10万

0

（人）

新課程スタート

科目選択A～D導入

共通テストスタート

新課程スタート

試験枠統合

（注釈はいずれも他科目も同様）
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■物理 平均点＆受験者数の推移■（点）

※「1990年～1996年＝物理」。「1997年～2005年＝平均点は物理ⅠB、受験者数は物理ⅠA（棒グラフ黒）とⅠB（同グレー）の合計」。

「2006年～2014年＝物理Ⅰ」。「2015年～＝物理（物理基礎の受験者数は含まず）」。

※2006年、2015年の受験者数には経過措置科目は含まず。

※2015年、2021年の平均点は得点調整後の数値。2023年の得点調整は加点対象外（最高平均点科目）。
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https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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 理科の 1 科⽬受験者は 8 割以上が基礎科⽬を選択。基礎 1 科⽬の受験者は国公⽴⼤⽂系
（そのほか看護系など）志望者が中⼼となるため物理基礎をからめた選択は少なく、「化基
×⽣基」または「⽣基×地基」が⼤半。これに対して 2 科⽬受験者は 9 割以上が発展 2 科
⽬。2 科⽬の組み合わせは理系の典型的な「物理×化学」が圧倒的多数で 3/4。残りの 1/4
が農学部や薬学部などの⽣命科学に関連する学部志望者が中⼼の「化学×⽣物」。この 2 パ
ターンでほぼ全体を占める。 
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■化学 平均点＆受験者数の推移■
（点）

※注釈は物理を参照。

※2015年、2021年、2023年の平均点は得点調整後の数値。

60万

50万

40万

30万

20万

10万

0

（人）

折れ線グラフ＝平均点（左目盛）

棒グラフ ＝受験者数（右目盛）

国立大を中心に5教科7科目化が本格化

試験枠変更
新課程スタート

試験枠変更
センター試験スタート

試験枠変更

新課程スタート

科目選択A～D導入
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■生物 平均点＆受験者数の推移■（点）

※注釈は物理を参照。

※2015年、2023年の平均点は得点調整後の数値。2021年の得点調整は加点対象外（最高平均点科目）。
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■地学 平均点＆受験者数の推移■（点）

※注釈は物理を参照。

※2015年、2021年、2023年の得点調整は対象外（受験者数1万人未満）。
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新課程スタート／試験枠統合

 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【2科目】 56.4％（188,040人）【1科目】 43.6％（145,225人）

※実受験者数（科目不明者は除く）。

■理科 1科目・2科目受験者の割合■ （本試験、追［再］試験合計）

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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●情報［平均点；情報Ⅰ＝56.59点（-12.67点）］ 

 平均点は⼤幅ダウン。しかし導⼊初年度の昨年が 7 割に届きそうな平均点だったため、
難易度としては適正になったと⾔える。 
 内容としては情報Ⅰの各分野から出題。ほとんどが⾝近なテーマについて情報Ⅰの知識
を活⽤して解いていく問題。今後もこれが共テ情報の定番になっていくだろう。受験⽣には
初⾒であろう問題も出題されたが、誘導が丁寧で資料を読み解いていけば正答にたどり着
くことができる。ただし問題⽂や図が増加したため、時間が⾜りなかった受験⽣もいたと思
われる。 

0 50000 100000 150000 200000

物基

地基

化基

生基 114,260人（84.5％）

18,491人（13.7％）

89,192人（66.0％）

48,507人（35.9％）

10万 20万

（人）

5万 15万

【基 礎 科 目】

※割合は基礎科目の実受験者におけるもの。

（2分野とも判明している者）  

0 50000 100000 150000 200000

地学

生物

物理

化学 181,915人（84.9％）

2,712人（1.3％）

145,444人（67.9％）

56,404人（26.3％）

10万 20万

（人）

5万 15万

【発 展 科 目】

※割合は発展科目の実受験者におけるもの。

（科目不明者は除く）

■科目別 受験者数（1 科目・2 科目受験合計）■ （本試験、追[再]試験合計） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【基礎科目】 82.0％（119,089人）

【発展科目】 18.0％（26,136人）1科目受験

【発展科目 内訳】
・物理 ＝ 10,740人

・化学 ＝ 7,715人

・生物 ＝ 7,503人

・地学 ＝ 178人

※実受験者数（科目不明者は除く）。

 

0 50000 100000 150000

化基×地基

物基×化基

生基×地基

化基×生基 62,524人（52.5％）

4,243人（3.6％）

39,264人（33.0％）

9,009人（7.6％）

15万

（人）

5万

※割合は基礎1科目の実受験者におけるもの。

（2分野とも判明している者）

【基礎科目の組み合わせ】（上位4パターン）

10万

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【発展2科目】 91.6％（172,299）

【基礎×発展】 8.4％（15,741人）2科目受験

【「基礎×発展」内訳】 （上位4パターン）

・化基×生基×生物 ＝ 5,693人

・物基×化基×物理 ＝ 2,207人

・物基×化基×化学 ＝ 1,646人

・化基×生基×化学 ＝ 1,335人

※実受験者数（科目不明者は除く）。

 
0 50000 100000 150000

物理×地学

物理×生物

化学×生物

物理×化学 129,696人（75.3％）

708人（0.4％）

40,441人（23.5％）

756人（0.4％）

15万

（人）

5万

※割合は発展2科目の実受験者におけるもの。

（科目不明者は除く）

【発展2科目の組み合わせ】（上位4パターン）

10万

■科目別 受験者数（1 科目受験）■ （本試験、追[再]試験合計） 

■科目別 受験者数（2 科目受験）■ （本試験、追[再]試験合計） 

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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 スタナイン                                                                    

 スタナインは各科⽬で受験者の成績を 9 段階に分けたもの。得点分布に応じて変動する
ので、おおまかな偏差値のようなものだと思えばよい。⼤学はたとえば「全教科でスタナイ
ン 6 以上を出願資格とする」など⼊試に利⽤することができる。これまでの合計点だけに
よる選抜⽅法とは異なる多様な⼊試が設定できそうだが、2021 年のスタート以来⼀向に広
がらない。追・再試験のスタナインがない（正確には本試験のスタナインが本・追・再試験
全体のものとされている）のが最⼤の難点だろう。 
 全国に先駆けて利⽤していた静岡理⼯科⼤は今年から取り⽌めてしまった。現在利⽤し
ているのは千葉⼤−国際教養（総合型）、⿃取⼤−⼯（総合型Ⅱ）のみ。千葉⼤は来年、園
芸（総合型）でも導⼊する。 
 
 

■主要科目のスタナイン■ 

※本試験、追[再]試験共通。 ※グラフ横軸は得点、マル数字はスタナインの成績、数字の範囲は得点を表す。 

※各段階は受験者の集団を得点順におおよそ以下の割合で分割。 

 「①＝4％」「②＝7％」「③＝12％」「④＝17％」「⑤＝20％」「⑥＝17％」「⑦＝12％」「⑧＝7％」「⑨＝4％」。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000
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70

80

90

90

年

95

年

00

年
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年

10

年

15

年

20

年

25

年

26

年

■情報Ⅰ 平均点＆受験者数の推移■（点）

※2025年の受験者数には経過措置科目は含まず。

60万

50万

40万

30万

20万

10万

0

（人）

折れ線グラフ＝平均点（左目盛）

棒グラフ ＝受験者数（右目盛）

新課程スタート

 0102030405060708090100

【英語（リーディング）】

⑦91

～85

⑥84

～73

⑤72

～57

④56

～42

③41

～29

②28

～21

①20

～0

⑧96

～92

（得点）

⑨100～97

 0102030405060708090100

⑨100

～87

【英語（リスニング）】

⑦78

～70

⑥69

～59

⑤58

～49

④48

～39

③38

～32

②31

～25

①24

～0

⑧86

～79

 0102030405060708090100110120130140150160170180190200

⑧170

～158

⑨200

～171

【国語】

⑦157

～143

⑥142

～126

⑤125

～108

④107

～90

③89

～74

②73

～59

①58

～0

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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 0102030405060708090100

⑨100

～82

【数学Ⅰ、数学A】

⑦72

～63

⑥62

～52

⑤51

～41

④40

～31

③30

～24

②23

～16

①15

～0

⑧81

～73

 0102030405060708090100

⑨100

～92

【数学Ⅱ、数学B、数学C】

⑦83

～73

⑥72

～61

⑤60

～48

④47

～37

③36

～26

②25

～16

①15

～0

⑧91

～84

 0102030405060708090100

⑧85

～81

⑨100

～86

【地理総合、地理探究】

⑦80

～75

⑥74

～68

⑤67

～59

④58

～50

③49

～40

②39

～30

①29

～0

 0102030405060708090100

⑧90

～85

⑨100

～91

【歴史総合、日本史探究】

⑦84

～76

⑥75

～67

⑤66

～58

④57

～49

③48

～40

②39

～33

①32

～0

 0102030405060708090100

⑧87

～83

⑨100

～88

【歴史総合、世界史探究】

⑦82

～76

⑥75

～68

⑤67

～57

④56

～46

③45

～37

②36

～28

①27

～0

 0102030405060708090100

⑧87

～83

⑨100

～88

【公共、倫理】

⑦82

～77

⑥76

～70

⑤69

～61

④60

～53

③52

～44

②43

～34

①33

～0

 0102030405060708090100

⑧90

～85

⑨100

～91

【公共、政治・経済】

⑦84

～79

⑥78

～70

⑤69

～59

④58

～50

③49

～41

②40

～32

①31

～0

 05101520253035404550

⑨50
【物理基礎】

⑥45

～40

⑤39

～33

④32

～26

③25

～19

②18

～13

①12

～0

⑧49

～47

⑦46

 05101520253035404550

⑨50

～46

【化学基礎】

⑦40

～37

⑥36

～33

⑤32

～27

④26

～20

③19

～15

②14

～9

①8

～0

⑧45

～41

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/
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（2026.02 ⽯井） 
 
 
 

 05101520253035404550

⑨50
【生物基礎】

⑦46

～44

⑥43

～41

⑤40

～35

④34

～30

③29

～24

②23

～16

①15

～0

⑧49

～47

 05101520253035404550

⑨50

～43

【地学基礎】

⑦38

～35

⑥34

～30

⑤29

～26

④25

～22

③21

～17

②16

～13

①12

～0

⑧42

～39

 0102030405060708090100

⑨100

～92

【理科基礎 合計】

⑦85

～79

⑥78

～71

⑤70

～61

④60

～51

③50

～40

②39

～30

①29

～0

⑧91

～86

 0102030405060708090100

⑨100

～81

【物理】

⑦71

～62

⑥61

～51

⑤50

～39

④38

～28

③27

～20

②19

～14

①13

～0

⑧80

～72

 0102030405060708090100

⑨100

～94

【化学】

⑦86

～78

⑥77

～65

⑤64

～49

④48

～35

③34

～27

②26

～20

①19

～0

⑧93

～87

 0102030405060708090100

⑨100

～88

【生物】

⑦79

～71

⑥70

～60

⑤59

～49

④48

～39

③38

～31

②30

～23

①22

～0

⑧87

～80

 0102030405060708090100

⑨100

～82

【地学】

⑦69

～57

⑥56

～46

⑤45

～37

④36

～31

③30

～25

②24

～18

①17

～0

⑧81

～70

 0102030405060708090100

⑨100

～85

【情報Ⅰ】

⑥68

～61

⑤60

～52

④51

～45

③44

～37

②36

～29

①28

～0

⑧84

～77

⑦76

～69

https://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=https://eic.obunsha.co.jp/

